


（２）フロアブル注）（エチプロール 10.0%） 
使用方法 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数

（倍） 

散布液量

（L/10a）
使用時期 

本剤及びエチプロールを

含む農薬の総使用回数
方法

稲 
ウンカ類 
カメムシ類 

1,000～

2,000 
60～150 収穫 14 日前まで ２回 散布

アブラムシ類 
1,000～

2,000 
りんご 

モモシンクイガ 

キンモンホソガ 
1,000 

200～700 収穫 21 日前まで ２回 散布

茶 チャノキイロアザミウマ 2,000 200～400 収穫 7 日前まで １回 散布

注）フロアブル剤（懸濁剤）：農薬原体（水不溶性固体）を湿式微粉砕し、補助剤（湿潤剤、分散剤、

凍結防止剤、増粘剤、防腐剤など）を加え水に分散させたスラリー状の剤。希釈液は白濁し不透

明である。［出典：植物防疫講座 第３版（社団法人日本植物防疫協会）］ 
 

 

６．作物残留試験結果 

（１）水稲（玄米） 

玄米を用いた作物残留試験(2 例)において、粉剤 DL（エチプロール 0.50%）を計
1又は 2回散布（4 kg/10a）したところ、散布後１４～２８日の最大残留量注)は 0.014, 

0.008 ppm であった。 

（２）水稲（玄米） 

玄米を用いた作物残留試験(2 例)において、フロアブル（エチプロール 10.0%）の
1,000 倍希釈液を計 2 回散布（200 L/10a）したところ、散布後１４～５６日の最大

残留量は 0.04, 0.05 ppm であった。 

（３）りんご 

   りんごを用いた作物残留試験(2 例)において、フロアブル（エチプロール 10.0%）
の 1,000 倍希釈液を計 2回散布（400 L/10a）したところ、散布後２１～５６日の最

大残留量は 0.034, 0.143 ppm であった。 

（４）茶（荒茶） 

   荒茶を用いた作物残留試験(2 例)において、フロアブル（エチプロール 10.0%）の
2,000 倍希釈液を計 1 回散布（400 L/10a）したところ、散布後７～２１日の最大残

留量は 3.16, 1.41 ppm であった。 

（５）茶（浸出液） 

   茶の浸出液を用いた作物残留試験(2 例)において、フロアブル（エチプロール

10.0%）の 2,000 倍希釈液を計 1 回散布（400 L/10a）したところ、散布後７～２１
日の最大残留量は 2.28, 0.93 ppm であった。 

 

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施



し、それぞれの試験から得られた残留量。 
（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関

する意見具申」） 

 

表 作物残留試験成績 

試験条件（申請範囲に限る。） 
農作物 

試験圃

場数 剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 
最大残留量（ppm） 

散布 
2 

粉剤 DL 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 0.50%) 4kg/10a 
1,2 回 14,21,28 日

圃場 A:0.014（2回,28 日）

圃場 B:0.008 

1,000 倍散布 
玄米※ 

2 
フロアブル 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 10.0%) 200L/10a 
2 回

14,19,28,

42,56 日 

圃場 A:0.04（2回,28 日）

圃場 B:0.05（2回,28 日）

1,000 倍散布 
りんご 2 

フロアブル 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 10.0%) 400L/10a 
2 回

21,28,42,56

日 

圃場 A:0.034 

圃場 B:0.143 

2,000 倍散布 圃場 A:3.16 茶 

（荒茶） 
2 

フロアブル 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 10.0%) 400L/10a 
1 回 7,14,21 日

圃場 B:1.41 

2,000 倍散布 圃場 A:2.28 茶 

（浸出液）
2 

フロアブル 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 10.0%) 400L/10a 
1 回 7,14,21 日

圃場 B:0.93 

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。※印で示した作物につい

ては、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用した。 
なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「エチプロール」に記載されている作物残留

試験成績は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均

値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。 

 

 
７．乳汁への移行性試験結果 

エチプロールは、水稲に適用されることから、飼料として用いられる可能性がある稲

わらについても作物残留試験が行われた。加えて、ホルスタイン種の雌泌乳牛（2頭）
を用いた乳汁への移行性試験を実施しており、エチプロールをコーンスターチで 10倍
希釈して調整したカプセルを、朝の搾乳直後に 7日間連続経口投与（4 mg/頭/日）した
ところ、投与開始 1 日後から最終投与 5 日後まで、搾乳した試料からエチプロールは
検出されなかった。（検出限界＜0.01 ppm） 
 

試験条件（申請範囲に限る。） 
農作物 

試験圃

場数 剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 
最大残留量（ppm） 

散布 
2 

粉剤 DL 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 0.50%) 4kg/10a 
1,2 回 14,21,28 日

圃場 A:0.12 

圃場 B:0.22 

1,000 倍散布 
稲わら※ 

2 
フロアブル 

(ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 10.0%) 200L/10a 
2 回

14,19,28,

42,56 日 

圃場 A:0.8 

圃場 B:0.5（2回,19 日） 

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。※印で示した作物につい

ては、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用した。 



 

８．ＡＤＩの評価 

  食品安全基本法（平成１５年法律第４８号）第２４条第１項第１号の規定に基づき、

平成１５年１０月２９日付厚生労働省発食安第1029001号により食品安全委員会あて意
見を求めたエチプロールに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価されてい

る。 
 

         無毒性量：0.5 mg/kg体重/day 
                            (動物種)   ウサギ 
              (投与方法) 強制経口投与 
              (試験の種類／期間)  発生毒性試験／23日間 
         安全係数：100 

ＡＤＩ：0.005 mg/kg体重/day 
暴露評価対象物質：エチプロール（親化合物のみ） 

 
 
９．諸外国における使用状況 
  コーデックス、米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーラ
ンドについて調査した結果、いずれの国においても残留基準は設定されておらず、本

剤の使用も認められていない。 
なお、インドネシアでは水稲への適用が登録されている。 

 
 
１０．基準値案 

①残留の規制対象：エチプロール本体 

②基準値案は別添のとおりである。 

各食品について作物残留試験成績等のデータから推定される量の本薬が残留して

いると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農

薬の量（推定一日摂取量(EDI)）のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

なお、乳の基準については、乳汁への移行性試験の結果、エチプロールは検出さ

れなかったことから、設けない。 

 EDI/ADI(%)注） 

国民平均 8.6 

幼小児（１～６歳） 17.7 

妊婦 7.8 

高齢者（６５歳以上） 10.0 

 
③平成１５年１０月に公表した食品中に残留する農薬、動物用医薬品及び飼料添加物

の暫定基準（第１次案）には、当該農薬は掲載されていない。 



農薬名 エチプロール

参考基準値

基準値 登録 登録保留 国際 外国 作物残留試験成績

食品名 案 有無 基準値 基準 基準値

ppm ppm ppm ppm ppm

米（玄米） 0.2 登録申請中 0.04, 0.05

りんご 0.5 登録申請中 0.034, 0.143

茶 10 登録申請中 3.16, 1.41




